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    鹿児島市立吉野東中学校 

    学校だより 第 9号 

令和７年 2月 28日 
 

 

将来の「自立」に向けて ～企業が求める人材とは～ 
 

校 長  田 中 準 章 

 

 来週はいよいよ公立高等学校入学者選抜のための学力検査が実施されます。本番を目前に控え適度な緊

張感を保ちながら、みな意欲に満ちています。「受験は団体戦」だと言われます。すでに進路が決定して

いる生徒も含めて、お互いを思い、支え合い、団結している３年生、悔いのないように頑張ってほしいと

思います。 

 

 さて、私たちは学校で様々なことを学びます。何のためでしょうか。高校に合格するためでしょうか。

違いますよね。目指すものは将来の「自立」です。自立するとは、自らの力で働いて収入を得て、生活し

ていくことです。「働く」とは、「人のために動く」こと、それによって「はた（傍）の人がらく（楽）

になること、幸せになること」です。つまり人の役に立ち、喜ばれて、その代価としてお金をいただくの

です。高校受検は将来の「自立」に向けた道選びに過ぎないのです。 

 将来は多くの人が、企業（会社）や役所などに就職します。そのために面接など入社試験を受けていき

ます。前回の学校便りで「日本一からの招待」について書きました。同じように企業に採用されると言う

ことは企業から来てほしいと望まれること、「招待」されるこ

となんです。 

では、企業はどんな人材を求めているのでしょうか。右の表

は「帝国データバンク」による最新のアンケート結果で、上位

10 項目を並べたものです。圧倒的に多いのが「コミュニケーシ

ョン能力が高い」人物です。社会人になったら社内外を問わ

ず、年齢も性別も考え方も異なる人との関わりがほとんどで自

分一人で完結する仕事なんて一つもありません。良好なコミュ

ニケーションが不可欠です。（特に現在の若者はスマホやコロ

ナの影響でコミュニケーションが苦手だと言われています。） 

 では、コミュニケーション能力とはどんな力でしょうか。そ

れは「聴く力」と「伝える力」の２つです。具体的には「相手

が気持ちよく話せる」「相手の言うことを正しく理解する」

「端的に伝えられる」「交渉できる」「信頼関係を築くことができる」などでしょう。 

  コミュニケーション能力が高い人の共通点を見てみると･･･。 

 

 

 

 

 

 

 こうしてみると日常生活で意識してできることばかりだと思います。コミュニケーション能力とは決し

て難しいスキルではなく、日常の何気ない一言、しぐさ、表情、相手を思いやる気持ちから生まれてくる

ものなのです。それ以外の項目についても今の自分に備わっているか、チェックを入れてみましょう。こ

れらを日頃から意識して生活し、学生時代に１つずつでも身につけていけるといいですね。 

 

〇 企業が求める「学力」とは「学ぼうとする力」 

  「成績がいい、悪い」ではありません。知識が豊富であればそれに越したことはありませんが、大切

なのは「どれだけ強い興味を持つか」「苦手なことにも積極的にチャレンジするか」「教わったことを

全部覚えようとしているか」、つまり「学ぼうとする力」「意欲」なのです。「だって、でも、どう

せ」と否定の言葉が口癖の人は伸びません。 

 

＜校訓＞ 礼節 勉学 錬磨 勤労 

□ コミュニケーション能力が高い 

 □ 意欲的である 

 □ 素直である 

 □ 真面目で誠実な人柄である 

 □ 明るい性格である 

 □ 前向きな考え方ができる 

 □ 行動力がある 

 □ 精神的にたくましい 

 □ 主体性がある 

 □ 忍耐力がある 

・ 初対面の人とも自分からあいさつをする                                    ・ リアクションがよい 

・ 笑顔で楽しそうな立ち振る舞いをしている       ・ 思いやりのある話し方ができる 

・  相手の話をうなずきながらしっかり聴くことができる  ・ 静かに待てる 

・  記憶に頼らず、記録（メモ）をとる          ・ 最後にお礼が言える       など 
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 1年生は、平和学習の一環とし 

て先日平和講話を実施しまし

た。講師は戦争を語り継ぐ遺児の会の吉見文一さん。父親は自分が生まれ

て半年後に出征（太平洋戦争）し、パプアニューギニアで戦死。その時の

自分宛の遺書を 20 歳の時に初めて見て、父の自分への思いを知りました。

それから約 50 年後パプアニューギニアを訪問し、海に向かって｢お父さん｣

と叫びました。この日が初めてお父さんと呼べた日になったそうです。 

最後に「戦争は当たり前のことが当たり前でなくなる。当たり前に感謝

しましょう。平和が続くよう自分にできることをしましょう。」というメ

ッセージをいただきました。 

 

 

 1 月 22 日に入学説明会を本校体育館で、2 月 5 日に中学校教諭

による授業（社会と体育）を小学校で実施しました。みな目が輝

き、中学校入学を楽しみにしていることが伝わってきました。 

短い時間

でしたが中

学校の雰囲

気を少しは

分かっても

らえたと思

います。 

 

 

 アンサンブルコンテスト県大会で勝

ち抜き、宮崎の九州大会(2/8)に出場。

そこでも金賞、さらに全国大会(3/20)の

出場権(2 校)を得て福井県に行くことに

なりました。響け、吉野東サウンド！ 

（写真：全国大会に向けて猛練習中） 

 

 

 学校経営に地域の皆さんに主体的に関わ

っていただき、教育活動の充実を図りま

す。吉野東まちづくり協議会の「マルシ

ェ」に中学生の参加を積極的に勧めるなど

建設的な意見をたくさんいただきました。

来年度の学校経営方針も承認されました。 

 

  

 

○第３回鹿児島県中学生新人剣道選手権大会（1/26）中学１年男子の部 敢闘賞 後藤 弘介（1-1） 

○鹿児島市東部地区中学校春季野球大会（2/22･23）【野球部】第３位 敢闘賞 三浦 開渡(2-4) 

○第 50回九州アンサンブルコンテスト（2/8） 

  トロンボーン三重奏 金賞 五十嵐 優希（3-4） 山口 風花（2-2） 宮原 詩楽（2-4） 

◇ 全国大会（3/20：福井県）出場権獲得 

○第 64回新春書き初め大会 佳作 吉満 心咲（1-2） 

＜令和６年度いきいき教育活動表彰※＞（2/7） 

 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 第 20回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大会 

優勝（R6.3.24～27）  鹿児島県選抜チーム 松元 星那（3-1） 

※ 公立学校の児童･生徒を対象に、教育、文化、スポーツ活動等において、顕著な成果を収めた

個人・団体を、鹿児島県教育委員会がその栄誉をたたえ、表彰するものです。 

 栄光の軌跡～入賞おめでとう～ 

 

小学6年生の受け入れ準備、着々と！ 

第３回学校運営協議会（２月 26日） 

 

日） 

平和講話（1年）2月 7日 

トロンボーン三重奏、全国大会へ 

３月の主な行事

５日(水) 公立高校入学者選抜学力検査１日目

１年クラスマッチ⑤⑥

６日(木) 公立高校入学者選抜学力検査２日目

２年クラスマッチ⑤⑥

７日(金) １・２年授業参観・学年学級PTA

８日(土) 土曜授業　３年クラスマッチ②③

10日(月) 卒業式予行③④

11日(火) 同窓会入会式(3年)③

12日(水) 第42回卒業式

13日(木) 公立高校合格者発表、二次募集枠発表

20日(木) 🎌春分の日

全日本アンサンブルコンテスト(福井)

21日(金) 公立高校第二次入学者選抜

24日(月) 第二次入学者選抜合格者発表

25日(火) 修了式・離任式

26日(水) 学年末休業日(～4/5)

4月当初の主な行事

７日(月) 新任式、始業式、第43回入学式

11日(金) 学級PTA(役員決め)


